
世界の人気シリーズを妥協のないクオリティで

日本製ロボット玩具から生まれた「トランスフォーマー」は、いまやワー

ルドワイドな人気を誇るキャラクターである。コミック、TVアニメ、劇場

用映画等々多彩なメディアへ展開しながら、その名は世界中へ広がっ

ている。そんな人気シリーズ最新作が「Transformers Prime」(トラン

スフォーマー プライム)だ。2010年秋から北米でTV放映が始まった

このフル3D CGアニメは、TVアニメの常識を超えた品質で全米の注目

を集めている。そしてそのCG制作を担うのがポリゴン・ピクチュアズ

である。TV番組ならではの過酷なスケジュールと高度な品質要求に

応えるため、同社では昨年暮れ「Autodesk Smoke for Mac OS X」

を導入。すでに大きな成果を上げ始めている。Smoke導入の仕掛け

人であり、同社エディットデパートメントを率いる吉平直弘氏は語る。

「当社では数年前から海外市場への積極的なアプローチを進め、海

外作品を手がけてきました。当初は“アジアの会社に任せて大丈夫

か？”という声もありましたが、挫けず挑戦を続けた蓄積が『トランス

フォーマー  プライム』へ結び付いたのでしょう」。

とはいえ、相手は世界的な人気を誇るシリーズの最新作である。要求

されるクオリティはずば抜けて高く、スケジュールも過酷なほど厳し

いものだった。しかし、だからこそクリエーターたちの意気込みも凄

かった。今まで作ったことがないレベルのクオリティを出したい、とい

う熱い思いが全社に漲っていったのである。

「TVシリーズとはいえ“子どもだまし”ではダメだと皆が思っていまし

た。何より“日本に発注したらこんなもんだ”なんて絶対に思われたく

なかった。そこで社内の制作体制も海外を見習って一新し、さまざま

な新しい挑戦を開始したんです。その中の1つが導入したSmokeによ

る“後から直す”作業フローでした」。従来、同社のリテイクへの対応は

全て3Dで行われていた。リテイクが発生するとレンダリングし直し、

何十レイヤーもの素材をコンポジットし直して確認し、ダメならまた

全部やり直す繰返しである。もしこれをポスプロでやれれば、当然は

るかに早くなる。

「その場で見てその場で直すやり方で対応できれば、リテイク対応は

1時間もかかりません。“時間がないがこのクオリティでは納得したく

ない！”というクリエーターたちの葛藤を何とか解決したかったので

す。そして、Smokeならそれが可能でした」。

Smoke for Mac OS Xで作業フローを一新
「トランスフォーマー」最新作が要求する
世界レベルの品質と過酷な納期をクリア

日本なら、情報を一つにした結果、多少劣化

してしまっても“見た目OKならOK”という

ルーズさがあるかもしれません。しかし海外

はこの点では厳しく、特にOpenEXRでクライ

アントに納品する場合はそうはいきません。

たとえば見た目で真っ白く飛んでいるような

画像でも、必要な箇所はきれいにグラデー

ションレンジを出すとか、全部プロットしてバ

ンディングがなく滑らかな情報を持たせるこ

となどが求められるんです。そうなってくる

と、どうしてもより高機能なエディトリアル・

フィニッシングツールが必要になります。
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Smoke for Mac OS Xによる

作業フロー全体の“健全化”

こうして導入されたSmoke for Mac OS Xは、すで

に進行していた「トランスフォーマー プライム」の

作業フローを一変させた。Smokeによる後付けの

フィニッシング工程が、チーム全体に予想以上の変

化をもたらしたのである。それは、いわば作業フ

ロー全体の“健全化”だった。制作現場でありがちな

“やってもやっても終わらない！”というストレスか

ら皆が解放されたのである。

「3Dのアーティストは修正に時間を費やすより、テイ

クワンを出すことの方が重要です。最初に全ショッ

トを揃えることに注力した方が全体の整合性が向

上し、後の修正もやりやすくなるんです」。実際、こう

して作業フローが健全化されたことにより皆の作

業クオリティが上がり、リテイクは逆に減っていっ

た。クリエーターたちは『トランスフォーマー プライ

ム』で自ら設定した、高いハードルをクリアすること

に成功したのである。

「効率は全体として確実に向上していますね。従来

は間々あった“こなせないテイク”が減った結果、“も

う時間がないので、これで勘弁して下さい！”という

ことも減りました。おかげでどのエピソードも、みん

な気持ちよく終われています」。

もちろんリテイク全てをSmokeで処理しているわ

けではない。必要に応じアーティストに戻して直し

てもらうケースも当然ある。だが“最後にSmokeで

直す”という選択肢ができたことにより、皆に大きな

メリットが生み出されたのだ。

「つまり、ここからここまでの処理はポスプロに頼

む。で、そこからこっちはここで処理しよう、という

具合に、各部門が相互にバックアップし合える体制

ができ上がったんです。全体が見え、トータルでバラ

ンスが取りやすいから、納期とコストを守りながら、

無理なく高い品質を維持できるのです」。

すでに「トランスフォーマー プライム」はアメリカで

高い評価を集めており、本年度のエミー賞にもノミ

ネートされている。日本のプロダクションにとって

快挙といっていい成果だろう。シリーズの制作はす

でに終盤へ差しかかっており、アーティストたちは、

クライマックスへ向けてさらに一段ギアをあげて

いるという。

「Smokeの活用については、さらにクオリティを積

み上げていく方面でもっと寄与したい、と考えてい

ます。とにかくSmokeがまだまだスペックを豊富に

持っているので、アーティストの“今までなかったも

のを作りたい”という欲求に応えて、いろんなことが

できる可能性があります。その可能性を追求してい

くのはもちろん、それを実現するための体制づくり

も頑張りたいですね」。

導入製品／ソリューション
● Smoke for Mac OS X

導入目的
●3D CGアニメーションの編集&フィニッシング
●かつてない高いレベルの品質と厳しい納期の両立
●「後で直す」新しい制作フローの確立
●OpenEXR納品への確実な対応

導入ポイント
●きわめて導入しやすい価格帯
●オールインワンのクリエイティブツールセット
●圧倒的な処理スピードの速さ

導入効果
●リテイクの後処理によるフロー全体の健全化
●作業品質の全体的向上によるリテイク減少
●部門相互間のバックアップ体制の確立

今後の課題
●多角的なアプローチで品質向上へさらに寄与
●Smokeを幅広く活用できる体制の整備、確立
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CG制作：株式会社ポリゴン・ピクチュアズ
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「TRANSFORMERS PRIME」

作品概要

M&E511-1107(P)

車の擦り傷、ガラスの割れのテクスチャを付加。カメラ/モデルが
複雑に動いていても、FBXでリアルタイムで修正できる

SmokeでActionやMKを使い合成用レイヤー素材を作成。タイム
ライン上のSoftFXを使えば、各合成用素材の再調整も容易だ

Mayaからロケーター、カメラとそのアニメーションデータをFBX
で持ち込み、ジェット噴射のエフェクトを付加

仕上がり。Mayaデータを再利用できるので、3D空間での完全なマ
ッチムーブ、コンストレインも容易に得られる

雪のトレイルを付加したカット。モジュラーキーヤーを使い、タイ
ムライン（SoftFX）だけではできない複雑な合成に対応


